
生
し
た
不
正
調
査
の
場
合
は
、現
地
の

支
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
派
遣
し
、調
査

デ
ー
タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
す
。
そ
う
す
れ

ば
本
社
や
現
地
の
担
当
者
が
一
つ
の

デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
し
レ
ビ
ュ
ー
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、複
数
の
国

の
法
律
事
務
所
の
連
携
も
容
易
で
す
」

と
説
明
し
た
。

3
再
発
防
止
策
策
定
に
は
二
つ
の
側

面
に
留
意
を　

　

戸
田
弁
護
士
は「
不
正
調
査
の
最
重

要
点
は
、い
か
な
る
再
発
防
止
策
を
と

る
か
で
す
」と
指
摘
し
、再
発
防
止
策
に

は
“
3
線
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
”と
“
内
部
通
報

制
度
の
実
効
性
の
確
保
”の
二
つ
の
方

向
性
が
あ
る
と
し
た
。

　

3
線
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
は
、以
前
か
ら

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
手
法
で
あ
っ
た
が
、

近
年
は
経
産
省
の「
グ
ル
ー
プ
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
務
指

針
」で
重
要
性
が
議
論
さ
れ
、注
目
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
。現
業
部
門
、管
理

部
門
、内
部
監
査
部
門
の
“
3
線
”に
よ

り
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
行
う
本
手
法
に
つ
い

て
は
、本
社
は
も
ち
ろ
ん
、各
子
会
社
に

よ
る
国
内
外
の
グ
ル
ー
プ
本
社
へ
の
報

告
体
制
の
構
築
も
重
要
と
説
明
し
た
。

一
方
、海
外
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
い
て

は
、本
社
と
の
情
報
共
有
の
機
会
の
不

足
や
小
規
模
ゆ
え
の
管
理
部
門
不
在
が

り
ま
す
。
客
観
的
証
拠
の
収
集
の
た
め

に
は
、デ
ィ
ス
カ
バ
リ
／
フ
ォ
レ
ン

ジ
ッ
ク
事
業
者
の
協
力
を
得
て
、電
子

媒
体
、フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
や
外
付
け
メ

デ
ィ
ア
な
ど
か
ら
証
拠
を
収
取
し
、法

律
事
務
所
や
法
務
部
に
よ
る
事
実
確
認

を
実
施
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
」と
指

摘
す
る
。

　

早
川
氏
は
、内
部
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
て
は
、調
査
範
囲
や
調
査
対
象

を
決
定
す
る
“
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
”、証
拠

デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー
す
る
“
証
拠
保
全
”、

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
等
で
対
象
文
書
を
絞

り
込
む
“
デ
ー
タ
分
析
”、専
門
家
に
よ

る
関
連
文
書
の
フ
ラ
グ
付
け
で
あ
る

“
文
書
レ
ビ
ュ
ー
”、発
見
事
項
一
覧
を

ま
と
め
た
“
レ
ポ
ー
ト
作
成
”の
流
れ

で
、早
い
場
合
は
1
～
2
か
月
、長
期
の

場
合
は
半
年
程
度
で
実
施
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
デ
ー
タ
の
絞
り
込
み
に
つ

い
て
、早
川
氏
は「
以
前
は
万
単
位
の

デ
ー
タ
を
扱
う
際
に
は
5
0
0
～

2
0
0
0
件
ほ
ど
の
レ
ビ
ュ
ー
結
果
を

使
っ
た
教
師
デ
ー
タ
の
作
成
が
必
要
で

し
た
が
、現
在
は
当
初
か
ら
全
デ
ー
タ

を
一
斉
に
機
械
に
学
習
さ
せ
、関
連
情

報
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
」と
語
る
。

　

同
社
の
特
徴
と
し
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル

展
開
と
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
る
関
係
者
の
一
斉
レ
ビ
ュ
ー
が
可
能

で
あ
る
点
を
挙
げ
、「
海
外
子
会
社
で
発

日
弁
連
の「
企
業
等
不
祥
事
に
お
け
る

第
三
者
委
員
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に

沿
っ
て
人
員
を
選
定
し
、調
査
委
員
会

を
組
成
す
る
こ
と
が
基
本
事
項
だ
と
説

明
。
そ
の
後
の
調
査
で
は
組
織
ぐ
る
み

の
不
正
か
否
か
が
大
き
な
焦
点
に
な
る

と
述
べ
た
。

　
「
調
査
の
際
に
確
認
す
べ
き
こ
と
は

三
つ
。
ま
ず
は
発
覚
し
た
事
案
が
個
人

の
事
案
な
の
か
、組
織
ぐ
る
み
の
事
案

な
の
か
。
次
に
確
認
す
べ
き
こ
と
が
類

似
事
案
の
有
無
。こ
れ
は
、カ
ル
テ
ル
な

ど
で
リ
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
を
活
用
す
る

か
否
か
を
判
断
す
る
う
え
で
重
要
で

す
。最
後
は
、他
に
不
正
が
存
在
し
て
い

な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
で
す
。
調

査
内
容
は
、調
査
主
体
、調
査
範
囲
、結

果
に
つ
い
て
合
理
的
に
説
明
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」（
戸
田
弁
護
士
）。

　

調
査
手
法
に
つ
い
て
は
、以
前
は
社

内
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
中
心
だ
っ
た
が
、客

観
的
な
証
拠
の
担
保
の
た
め
、近
年
で

は
関
係
資
料
の
精
査
に
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ

レ
ン
ジ
ッ
ク
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
紹
介
し
た
。

2
客
観
的
証
拠
の
担
保
に
は
関
係
資

料
の
精
査
が
不
可
欠　

　

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
を
活
用

し
た
資
料
の
精
査
に
つ
い
て
、エ
ピ
ッ

ク
合
同
会
社
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
早
川

浩
佑
氏
は「
ヒ
ア
リ
ン
グ
主
体
の
調
査

で
は
デ
ー
タ
改
ざ
ん
等
の
リ
ス
ク
が
あ

　

不
祥
事
が
発
覚
し
調
査
を
す
る
場
合

は
、い
ず
れ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
記
者

会
見
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
多
く
の

企
業
が
メ
デ
ィ
ア
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
失
敗
を
重
ね
て
い
る
現
実
に

つ
い
て
、ピ
ー
ア
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
株

式
会
社
代
表
取
締
役
で
危
機
管
理
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
中
村
峰
介
氏
は「
多
く

の
経
営
者
が
、平
時
と
異
な
る
環
境
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な

い
」と
指
摘
。
そ
の
一
例
と
し
て
、記
者

会
見
場
で
若
手
記
者
が
業
界
知
識
も
な

い
ま
ま
無
礼
な
質
問
を
す
る
こ
と
に
怒

り
を
感
じ
る
経
営
者
が
多
い
と
紹
介
し

た
。「
有
事
に
相
対
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
常
識
は
、平
時
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
常

識
と
は
異
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
そ
の
点

を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
」

（
中
村
氏
）。

　

ま
た
近
年
、ネ
ッ
ト
で
局
所
的
な
話

題
だ
っ
た
事
案
が
テ
レ
ビ
の
情
報
番
組

で
取
り
上
げ
ら
れ
“
社
会
ご
と
”化
し
、

最
終
的
に
新
聞
紙
面
で
報
道
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ス
価
値
が
高
ま
る
こ
と
で
、テ

レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
拡
散
プ
ッ

シ
ュ
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
中
村
氏
は

説
明
。そ
の
た
め
、有
事
に
お
い
て
は
報

道
機
関
へ
の
適
切
な
対
応
が
欠
か
せ

ず
、情
報
提
供
と
し
て
H
P
に
現
状
や

謝
罪
文
な
ど
を
随
時
掲
載
す
る
と
と
も

に
、事
案
に
よ
っ
て
は
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
の
配
信
や
記
者
会
見
が
必
要
で
あ
る

と
述
べ
た
。

　

電
話
や
ぶ
ら
下
が
り
な
ど
の
取
材
に

対
し
て
は「
社
内
に“
箝
口
令
”を
敷
き
、

情
報
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

を
広
報
に
集
約
し
ま
し
ょ
う
。
開
示
す

る
情
報
の
範
囲
を
都
度
定
め
て
更
新
し

て
い
き
、非
公
式
な
取
材
に
は
決
し
て

応
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」と
ア
ド
バ
イ

ス
。
一
方
で
、事
実
確
認
の
段
階
か
ら
、

会
社
の
対
応
へ
の
努
力
を
公
式
H
P
等

で
随
時
公
表
す
べ
き
と
し
た
。

　

開
示
す
る
情
報
に
関
し
て
は
、“
有

事
”は
当
事
者
企
業
に
と
っ
て
客
観
的

な
判
断
が
非
常
に
難
し
い
環
境
に
あ
る

と
指
摘
し
、社
外
の
視
点
を
取
り
入
れ

る
べ
き
と
強
調
。「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

限
ら
ず
顧
問
弁
護
士
で
も
よ
い
。
社
会

の
目
や
関
心
度
に
つ
い
て
外
部
か
ら
見

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
」（
中
村
氏
）。

最
後
に
中
村
氏
は
、ど
の
企
業
に
も
可

能
な
最
低
限
の
備
え
と
し
て
、有
事
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
や
、不
祥
事
対
応
セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
や
事
例
研
究
に
よ
る
知
見
の
蓄
積
、

模
擬
訓
練
等
が
有
効
だ
と
紹
介
。
不
祥

事
の
際
、企
業
は
“
人
格
”と
し
て
社
会

に
評
価
さ
れ
る
と
述
べ「
大
切
な
こ
と

は
二
つ
。自
分
自
身
に
な
ぞ
ら
え
、信
頼

回
復
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
考
え
る

こ
と
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ポ
リ
シ
ー
に
裏

打
ち
さ
れ
、ブ
レ
が
な
い
こ
と
で
す
」と

締
め
く
く
っ
た
。

「企業危機」発生時に必要な
ガバナンスとコミュニケーション

～社内ですべきこと、社会へ伝えるべきこと～

　

近
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、企
業
不
祥
事
が
一
層
顕
在
化
・
拡

散
し
や
す
く
な
っ
た
。
各
企
業
の
対
応

や
記
者
会
見
、調
査
報
告
書
、再
発
防
止

策
等
は
時
に
炎
上
し
、世
間
の
耳
目
を

集
め
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
い
わ
ば

“
企
業
危
機
”と
も
い
え
る
状
況
で
、必

要
な
対
応
は
何
か
。2
0
2
1
年
7
月

に
開
催
さ
れ
た
エ
ピ
ッ
ク
主
催
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
に
お
い
て
、3
名
の
専
門
家
が
解

説
し
た
。

1
第
三
者
委
員
会
の
独
立
性
・
中
立
性

が
カ
ギ　

　
「
企
業
の
不
正
調
査
に
お
い
て
、重

要
な
点
は
調
査
主
体
が
誰
で
あ
る
か
で

す
。と
り
わ
け
、“
企
業
危
機
”と
呼
ば
れ

る
大
規
模
な
不
正
が
発
生
し
た
際
に

は
、第
三
者
委
員
会
が
組
成
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、こ
の
独
立
性
・
中
立
性
が

問
わ
れ
ま
す
」。セ
ミ
ナ
ー
冒
頭
で
こ
う

呼
び
か
け
た
の
は
、T
M
I
総
合
法
律

事
務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
の
戸
田
謙
太
郎
弁

護
士
。

　

戸
田
弁
護
士
は
、第
三
者
委
員
会
に

は
法
令
に
よ
る
規
定
は
な
く
、企
業
が

問
題
の
専
門
性
や
社
会
的
関
心
、組
織

的
関
与
の
有
無
な
ど
を
考
慮
の
う
え
、

戸田 謙太郎 氏
TMI総合法律事務所 
パートナー弁護士

中村 峰介 氏
ピーアール・ジャパン株式会社
代表取締役

早川 浩佑 氏
Epiq Systems合同会社
ディレクター リーガル・
ソリューション

社
内
に
お
け
る

調
査
対
応
と
再
発
防
止
策

Ⅰ問
題
と
な
り
や
す
い
と
指
摘
。
管
理
部

門
が
不
在
の
場
合
は
担
当
者
を
決
め
、

連
携
の
中
心
を
担
わ
せ
る
こ
と
で
国
内

外
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
整
備
し
、そ
の
う

え
で「
不
祥
事
の
再
発
防
止
策
で
は
、3

線
の
ど
こ
に
問
題
が
発
生
し
た
か
を
検

証
し
改
善
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
」と
語
っ
た
。

　

ま
た
、内
部
通
報
制
度
の
実
効
性
確

保
の
た
め
は“
信
頼
性
の
向
上
”と“
内

部
通
報
制
度
の
周
知
”の
二
つ
の
ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
と
提
言
。「
内
部
通
報
制
度

が
機
能
せ
ず
不
正
が
報
道
等
で
発
覚
し

た
り
、発
覚
が
遅
れ
て
拡
大
し
た
り
し

た
状
況
な
の
で
あ
れ
ば
、通
報
者
は
報

復
を
恐
れ
、不
信
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
改
善
策
へ
の
信
頼
が
得
ら
れ
る

体
制
作
り
が
必
要
で
す
。
制
度
の
周
知

は
、ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
社
内
イ
ン
ト
ラ

内
の
リ
ン
ク
設
置
等
で
は
不
十
分
。
信

頼
性
向
上
に
向
け
た
施
策
の
実
施
が
周

知
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
」と
述
べ
、

体
制
構
築
に
は
、昨
年
改
正
さ
れ
た
公

益
通
報
者
保
護
法
の
指
針
案
を
参
考
に

す
べ
き
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
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有
事
”
に
お
け
る

メ
デ
ィ
ア
対
応
と
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ラ
イ
シ
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コ
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シ
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ム
の
常
識
”

への
対
応

Ⅱ

2021.8Business & LawBusiness & Law 2021.8


